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研究成果の概要（和文）：　本研究は、考古学および人類学的コンテンツをもった教育的プラネタリウム番組
を、学術的な資料に基づき、実際に制作し学会や社会の評価を仰ぐことをひとつの目的としている。またそのた
めに、今まで天文学的な意味についてきた古代遺跡を踏査し、その天文学的な解釈を行う可能性についても探る
ことで学術的な意義、すなわち学史的なリビューという役割も兼ね備えている。本研究はこのように学術的な研
究とその成果の還元という実践活動との間を行き来して、人類学的知の現代社会におけるあり方を問うという課
題を追求してきた。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research is to produce a planetarium program with 
anthropological and anthropological contents, based on academic materials, and to seek evaluation 
from the academic community and society. For this purpose, it also serves as a scholarly 
significance, by examining ancient sites that have had astronomical significance and exploring their
 possibilities. In this study, referring to these examples, we sought a new way of　presenting  
knowledge through collaboration between anthropology and astronomy, which had been considered 
separate disciplines. As a practical example, we created an educational program on astronomical 
anthropology using a planetarium, and presented them to the citizens in cultural events.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では現地調査によるコンテンツ素材の収集とこれまでの天文イベントの実践経験を活かして、日本古代
や北海道アイヌ民族文化を素材とした天文人類学のプラネタリウム/コンテンツを、人類学者主導で実際に制作
し、市民に還元したことが斬新な成果であった。そして実際のプラネタリウム投影プログラムの制作は、研究協
力者の天文学者から専門的な助言をもらい基本シナリオを制作し、それをプラネタリウムの専門家であるがプロ
グラム（スクリプト）を書くことで実施できたことは、今後人文科学と自然科学、さらにはデジタル技術との融
合のための、新しい道を開くものと期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は人類学的プラネタリウム・コンテンツ造りを目指した前研究を発展させ、人類学的コ
ンテンツをもったプラネタリウム番組を実際に制作し学会や社会の評価を仰ぐことを目的とし
ている。そのために、今まで天文学的な意味が指摘されてきた古代遺跡を踏査し、その可能性
についても探ることで学術的な意義、すなわち学史的なリビューという役割も兼ね備えている。 
 
２．研究の目的 
  本研究では天体を含めて空に展開する諸現象、雲、虹、あるいは鳥などを含めた知識を「ス
カイロア」として捉え、世界各地の先住民の在地的天文学の民族事例と古代遺跡の線形構造と
いう所与のデータにも続き、天体シミュレーション・ソフトを用いてプラネタリウムの中で人
類学の成果を再現し、市民に伝えることを目的とした。 
 すでにオセアニアにおいては、文化復興としてのカヌールネサンスが各地で勃興しているが、
その背景には、プラネタリウムをはじめとした新しい伝統的な科学、すなわち「ネオ・サイエ
ンス」の構築と実践が、在地科学の価値の再発見につながったという事情があった。本研究で
はこうした事例を参照しつつ、これまで別個の学問とされた人類学と天文学のコラボレーショ
ンによる新たな知のあり方を模索し、その実践例として、プラネタリウムを活用した天文人類
学の教育プログラムを作成することを目的とした。 
 さらに本研究では、地球の歳差運動によって、過去においては南北軸や天体の運行が異なる
ことを市民に体験させるという目的をもっている。遡る年数によって、たとえば当時の天体運
行の中心（天の極北、現在は小熊座の α星＝北極星）がどの程度異なるのか、それにそって古
代遺跡がどのように建造されているのかなどをシミュレーションに基づき、プラネタリウム内
で再現することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）プラネタリウムドーム内に動的に展開する天文現象に併せ、東西南北に長いために多様な
天文現象の存在する日本列島における天体運航に基づいた季節や方位観に関する知識を学術的
に再現し、また一般市民へも伝えるプログラムを完成させることを目標とした。 
 (2). プラネタリウム投影の背景に使う映像の現地撮影を行った。とくに日本考古学で、天文
学的な意味が推測されていた著名な遺跡をリビューもかねて踏査を行った。撮影は真北をベー
スとする方位を合わせた画像撮影である。測量には位置センサーは、魚群探知機や農業用自動
耕作機械および地震の自動測量装置を開発してきた大阪の N工業が開発した測量センサーも使
用した。 
（3）具体的な調査地では、北海道小樽市および余市にまたがる忍路、地鎮山、西崎山の環状列
石群、秋田県の大湯および伊勢堂岱の環状列石、また青森県の小牧野環状列石および山内丸山
遺跡、福岡県の平原弥生古墳、佐賀県の吉野ヶ里遺跡、宮崎県の西都原古墳群など、従来から
天文現象と関係すると言われてきた遺跡・遺構の画像を集めた。 
（4）プラネタリウム投影の背景に使う景観映像を（2）と同様の手法で撮影した。天体の可視
性を推測するために仰角にも留意した。具体的には、宮崎県日向市大御神社周辺および北海道
標津町のチャブ山チャシと周辺の知床半島や国後島の景観撮影を使って行った。前者は 2018
年日向市、後者は 2019 年北海道標津町でのプラネタリウムイベントに実際に使用した。 
（5）実際のプラネタリウム投影プログラムの制作は、研究協力者の吉田から天文学的な助言を
もらい基本シナリオを制作、それをプラネタリウムの専門家である高尾がプログラム（スクリ
プト）を書くことで実現したものである。 
 
４．研究成果 
（1）本研究では現地調査によるコンテンツ素材の収集とこれまでの天文イベントの実践経験を
活かして、日本古代や北海道アイヌ民族文化を素材とした天文人類学のプラネタリウム/コンテ
ンツを、人類学者主導で実際に制作し、市民に還元したことが斬新な成果であった。 
（2）2017 年と 2019 年には代表者の勤務校において「星空人類学 2017」および「同・2019」を
開催した（2018 年度は研究代表者研究休暇のため開催なし）。この中では人類学、とくに民族
学の成果を活かして、アラスカ・イヌイット、南太平洋のポリネシア人、およびアンデスのイ
ンカ族のもっている星座観や神話に関して、プラネタリウムの星座を動かしながら解説した。
同時に、沖縄や日本人の農民などが使っていた星座の実践的な知識を解説した。 
（3）2018 年は日向市の市民イベントに協賛し、「プラネタリウムはタイムマシン」を上映した。
古代へと時間を遡るとどように南北軸や天体の運航が変わるかを実際にドーム内に遺跡の景観
を投影し、太陽や星を運行させて解説した。市民に身近に感じてもらうために、日向市の代表
である大御神社の景観からはじめ、まず 5000 年前に時間を遡ぼらせた。そこでは英国のストー
ンヘンジの中央から登ると言われる夏至の太陽、またほぼ同時代、夏至の太陽が延長上に沈む
と言われる秋田の大湯環状列石上に太陽を沈ませて体験させた。太陽が沈んだ後は、ほぼ同じ
時期、古代中国夏王朝の宮殿の平面図を投影、当時の南北軸にそって建てられていること、当
時の南北軸がペガスス座の南中時の東辺の延長であった、などの学説を紹介した。 
 次に、今から約 1500 年前に時間を移動させた。時代は古墳時代後期であるが、5000 年前と
1500 年前と現在では「北極星」がどの程度位置が異なるか、したがって南北軸が異なるかを体



験させた。そのあと古墳時代では北斗七星が南北の基準になっていた可能性を解説し、そのあ
と宮崎県西都原古墳群の鬼の巌窟古墳（石室がほぼ当時の南北軸に沿っている）を投影し、宮
崎県の文化財の研究価値について市民に伝えた。 
 さらにその後に、研究協力者である奥知樹が日本航海訓練所の練習船船長およびハワイの復
元カヌーホクレア号の乗船経験より、星を使った航海術の実践教育をプラネタリウムの内部で
行った。このイベントには連携研究者の石村智が東京文化財研究所の関わるユネスコ関係の仕
事の一環でミクロネシアの航海士を招待していたのでイベントに参加した。航海士から専門的
なコメントをもらうこともできたことで、現地社会との協力により、重層的で社会アウトリー
チ的プログラムを構築できた。 
（4）2019 年には北海道標津町の市民イベントにおいてプラネタリウム・プログラムを提供し
た。このイベントは連携研究者の大西が長年調査している標津町でのコネクションを活かし、
教育委員会に協力を得て行われた。基調テーマは標津町のあるオホーツク沿岸を中心とした、
アイヌ民族の星座観や神話を紹介することである。基礎データは末岡外未雄氏の『アイヌの星』
および『人間達（アイヌタリ）の見た星座と伝承』であるが、実際に天体をシミュレーション
することで、末岡氏の記述の再評価も行った。たとえば記述されている季節に実際に特定の星
が見えるか、その方向に見えるか否か、などである。 
 イベントは行われた 9月の星空から始めたので、秋から冬の星座が中心となった。結果とし
てアイヌ民族の伝承の多い、牡牛座とプレアデス、オリオン座、双子座、大犬座（シリウス）
などに関する伝承と、それらが狩猟や畑作開始の指標となったことなどを解説できた。また標
津で起こったクナシリメナシの戦いに由来する星（チクサクル＝アルタイル）が伝承の通りに
国後方面に沈む様などを表現することができた。 
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